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ガイダンス

１．実験の予定

10 月 06 日（水） 第１回目 ガイダンス・班分け

10 月 13 日（水） 第２回目 音環境の測定（その１・説明）

10 月 20 日（水） 第３回目 音環境の測定（その２・測定の実施）

10 月 27 日（水） 第４回目 音環境の測定（その３・補足説明）

11 月 03 日（水） 祝日

11 月 10 日（水） 第５回目 光環境の測定（その１・説明）

11 月 17 日（水） 第６回目 光環境の測定（その２・測定の実施）

11 月 24 日（水） 第７回目 光環境の測定（その３・補足説明）

12 月 01 日（水） 第８回目 空気環境の測定（その１・説明）

12 月 08 日（水） 第９回目 空気環境の測定（その２・測定の実施）

12 月 15 日（水） 第 10 回目 空気環境の測定（その３・補足説明）

12 月 22 日（水） 第 11 回目 熱環境の測定（その１・説明）

01 月 12 日（水） 第 12 回目 熱環境の測定（その２・測定の実施）

01 月 19 日（水） 第 13 回目 熱環境の測定（その３・補足説明）

01 月 26 日（水） 第 14 回目 ビル管理法に基づく環境の測定，もしくは，実験用空調

設備システムの運転

音環境：道路交通騒音の測定，室内騒音の測定など

光環境：照度の測定，輝度の測定など

熱環境：温湿度の測定，壁の表面温度の測定，グローブ温度の測定など

空気環境：風速の測定，空気汚染の測定など

原則として３週間で一つの項目の実験を行います。ただし，第 14 回目は，「ビル管理法に基

づく環境の測定」，もしくは「実験用空調設備システムの運転」のどちらか一方を選択して，行

う予定です。

一つの項目ごとに実験レポートを作成してください。レポートの締め切りは，原則として，
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（その３・補足説明）を行った週の金曜日までとします。例えば，「音環境の測定」の場合は，

10 月 29 日（金）が締め切りとなります。その後，レポートを採点（４段階程度）し，次の項目

の（その１・説明）で返却し，講評する予定です。

また，第 14 回目の実験についてのレポートの作成，締め切りならびに返却については，皆さ

んと相談して決定する予定です。

上記の予定は，皆さんと相談したり，検討したりした結果，変更になることも考えられます

ので，欠席した際になどには，十分注意してください。変更がある場合は，できるだけ速やか

に掲示するようにします。

実験に使用する部屋は，原則として設備システム実験室（環境共生学部棟旧棟（生活科学部

棟）の実験実習棟２階）です。

実験は，いくつかの班に分かれて行います。無断での欠席は，他の班員に人に迷惑をかける

ことになるので，やむを得ず欠席する場合は，他の班員もしくは担当者などに事前に連絡して

ください。また，他の班員に迷惑がかかることから，履修を途中で放棄することは原則として

認めません。

２．教科書

１）環境工学教科書研究会編著「環境工学教科書 第二版」（彰国社，3,675 円，「環境設備原

論」（２年生・後期配当）教科書）

２）日本建築学会編「建築環境工学実験用教材 I 環境測定演習編」（日本建築学会，1,890

円）

３．参考図書

１）建築設備学教科書研究会編著「建築設備学教科書 新訂版」（彰国社，3,675 円，「環境設

備システム学」（３年生・前期配当）教科書）

２）日本建築学会編「建築環境工学実験用教材 II 建築設備計測演習編」（日本建築学会，1,470

円）

また，その他の参考文献は，毎回配布する予定の資料の最後に載せるなどして，適宜紹介し

ます。レポート作成の際などに参考にしてください。
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４．成績の評価

１）成績は出席点とレポートを総合して，評価します。実験ですので，当然ですが，定期試験

はありません。

２）出席点が約５～６割，レポートが約４～５割として評価します。

３）レポートの提出が一つでも不足している場合は，原則として 60 点未満の評価とします。

５．配付資料

講義で配布する資料などは，できるだけ毎回下記のホームページにアップロードしておくの

で，必要な人や欠席した人は，各自でダウンロードしてください。

http://www.pu-kumamoto.ac.jp/̃m-tsuji/kougi.html/jikkenn.html/kyojikkenn.html

６．担当者（レポートの提出先）

質問・レポートの提出先は，以下の担当者まで。

助教授・辻原 万規彦

部屋：環境共生学部旧棟（旧生活科学部棟）４階西南角

電話：096-383-2929（内線 492）

e-mail：m-tsuji@pu-kumamoto.ac.jp

助手・岡本 孝美

部屋：環境共生学部旧棟（旧生活科学部棟）４階南側中央付近

電話：096-383-2929（内線 482）

e-mail：okamoto@pu-kumamoto.ac.jp

なお，質問は，以下の TA でも可。ただし，レポートの提出は不可。

環境共生学研究科１年・安浪夕佳（環境共生学部旧棟（旧生活科学部棟）３階中村研究室）


